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就任のあいさつ

第58代
議　長 長

 は　せ がわ

谷川 大
まさる

第43代
副議長 池

いけざわ

沢 敏
とし

夫
お

このたび、船橋市議会第58代議長
および第43代副議長に就任をいたし
ました。
地方分権改革により地方自治体は、

地域の実情に応じた行政を展開し、住
民サービスの向上を図ることができ
るようになりました。
私ども市議会は、地方分権改革で移

譲された権限の行使を含め、船橋市が
適正に市政運営しているかを監視す
るとともに、政策提言など議会の権能
を十二分に発揮し、市の発展、住民福
祉の向上に引き続き努めてまいる所
存であります。
つきましては、市民の皆様の引き続

きのご理解とご協力をお願いいたし
ます。

平成25年第2回定例会は、6月5日から6月13日ま
での9日間の会期で開かれ、議長・副議長の改選
と常任委員会委員の所属変更等を行いました。

また、市長から9議案、議員から11議案が提出
され、船橋市社会福祉審議会条例の一部を改正す
る条例など13議案を可決しました。
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平
成
25
年
度
補
正
予
算

○
一
般
会
計
補
正
予
算　
　
　
　
　
【
第
１
号
】

補
正
額　
　

２
１
０
６
万
７
千
円
の
増
額

　

内
訳

　

民
生
費

　

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
関
係
諸
経
費

　

・
児
童
福
祉
専
門
分
科
会
運
営
費

　

公
債
費

　

・
市
債
償
還
金

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算【
第
２
号
】

補
正
額　
　

41
億
６
３
６
０
万
円
の
増
額

　

内
訳

　

・
下
水
道
債
償
還
金

新
し
い
条
例

○
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例�

【
第
５
号
】

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に
伴
い
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
設
置
に
関
し
、
所
要

の
定
め
を
す
る
も
の
。

改
正
す
る
条
例

○
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　
　
　
　
【
第
３
号
】

　

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
。

○
社
会
福
祉
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
第
４
号
】

　

社
会
福
祉
審
議
会
に
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

○
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　

【
第
６
号
】

　

習
志
野
台
第
一
保
育
園
の
建
替
え
後
の
保
育

所
の
位
置
を
定
め
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

【
第
７
号
】

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
規
定
の
整

備
を
行
う
も
の
。

人
事
に
関
す
る
も
の

○
監
査
委
員
選
任
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
【
第
８
号
・
第
９
号
】

　

浅あ
さ
の野　

正ま
さ
あ
き明

　

高た
か
ぎ木　

あ
き
ら

可
決
さ
れ
た
意
見
書

◇
教
育
予
算
拡
充
の
意
見
書

◇
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
意
見
書

◇�

公
立
高
校
授
業
料
無
償
制
の
維
持
拡
充
等
の

意
見
書

議
案
の
概
要

議
案
質
疑

今
定
例
会
に
市
長
及
び
議
員
が
提
出
し
た

議
案
の
内
容
で
す
。

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て

市
長
に
対
し
て
質
疑
を
す
る
も
の
で
す
。

自
由
市
政
会

日
色
　
健
人

第
４
号

質
問 

社
会
福
祉
審
議
会
児
童
福
祉
専
門
分

科
会
に
追
加
補
充
さ
れ
る
委
員
は
教
育
関
係
の

委
員
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
審
議
事
項
の
追
加
に

よ
り
、
機
能
が
大
幅
に
増
え
る
の
で
、
就
学
前

の
教
育
や
保
育
に
つ
い
て
、
ま
た
幼
稚
園
、
保

育
所
事
業
に
つ
い
て
学
識
を
有
す
る
方
な
ど
を

新
た
に
任
命
し
、
体
制
を
強
化
し
た
上
で
審
議

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問 

現
在
の
社
会
福
祉
審
議
会
の
委
員
数

は
31
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
法
律
上
は
50
名
ま

で
増
員
が
可
能
で
あ
る
。
当
審
議
会
の
委
員
構

成
は
、
当
市
を
取
り
巻
く
社
会
福
祉
の
環
境
変

化
を
反
映
し
て
い
る
か
疑
問
で
あ
る
。
見
直
し

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
長　
現
在
の
委
員
の
任

期
が
終
了
す
る
時
に
検
討
し
た
い
。

第
５
号　

質
問 

市
民
意
見
の
反
映
に
つ
い
て
、
偏
り

の
な
い
よ
う
、
無
作
為
抽
出
の
上
集
団
で
討
議

し
て
い
た
だ
い
て
意
見
を
平
準
化
さ
せ
る
な
ど

の
工
夫
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
提
案
の
方
法
の
実
施

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
が
、
会
議
で
の
意

見
集
約
に
つ
い
て
は
合
意
形
成
が
図
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

民
主
党

斉
藤
　
誠

第
４
号

質
問 

保
育
所
事
業
へ
の
株
式
会
社
参
入
を

見
据
え
て
、
保
育
所
の
認
可
を
審
議
す
る
に
あ

た
り
、
保
育
の
優
れ
た
見
識
を
有
す
る
委
員
を

任
命
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
良
質
か
つ
適
切
な

保
育
を
ど
の
よ
う
に
し
て
担
保
す
る
の
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
条
例
の
基
準
を
満
た

す
こ
と
を
前
提
と
し
、
継
続
的
に
そ
の
運
営
が

良
質
か
つ
適
切
で
あ
る
か
指
導
し
て
い
く
。

第
５
号

質
問 

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
専
門
委
員

の
幅
広
い
識
見
と
は
、
放
課
後
ル
ー
ム
の
入
所

対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
に
伴
う
増
設
の
認
識
や
、

待
機
児
童
発
生
前
に
ル
ー
ム
設
置
を
推
進
さ
せ

る
感
覚
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
含
む
の
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
放
課
後
ル
ー
ム
の
需

要
に
対
す
る
問
題
や
危
機
管
理
意
識
も
含
む
。

公
明
党

角
田
　
秀
穂

第
５
号

質
問 

児
童
虐
待
防
止
は
自
治
体
に
と
っ
て
、

緊
急
の
対
応
を
要
す
る
極
め
て
重
い
課
題
と
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な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
に
は
児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て
も
盛
り
込
ま

れ
る
の
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
児
童
虐
待
の
発
生
予

防
や
早
期
の
発
見
・
対
応
は
重
要
で
あ
り
、
関

連
事
項
と
し
て
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
、

養
育
支
援
訪
問
事
業
を
、
地
域
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
と
し
て
盛
り
込
む
。

質
問 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
全
て
の
子
ど
も
・
子
育

て
に
対
す
る
行
き
届
い
た
支
援
が
講
じ
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
障
害
児
の
ニ
ー

ズ
の
把
握
を
ど
う
す
る
の
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
障
害
児
支
援
の
ニ
ー

ズ
把
握
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
の
で
、
国
の

審
議
状
況
等
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

質
問 

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
委
員
に
も
、

障
害
児
の
子
育
て
や
、
児
童
虐
待
防
止
に
関

わ
っ
て
い
る
方
を
加
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

委
員
構
成
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
障
害
児
に
対
す
る
支

援
や
児
童
虐
待
に
関
し
て
見
識
の
あ
る
方
を
、

委
員
ま
た
は
専
門
委
員
と
し
て
お
願
い
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
く
。

凛
（
り
ん
）

つ
ま
が
り
　
俊
明

第
５
号

質
問 

た
く
ま
し
さ
と
思
い
や
り
の
あ
る
子

ど
も
に
育
っ
て
欲
し
い
と
私
は
考
え
て
い
る
が
、

市
の
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
は

が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
分
担
し
て
機
能
が
発

揮
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

市
民
社
会
ネ
ッ
ト

朝
倉
　
幹
晴
・
三
宅
　
桂
子

第
３
号

質
問 

昨
年
の
動
愛
法
（
動
物
の
愛
護
及
び

管
理
に
関
す
る
法
律
）
改
正
で
、
①
遺
棄
防
止

②
災
害
時
対
応
③
出
生
後
56
日
未
満
の
犬
猫
の

販
売
・
展
示
の
禁
止
、
等
が
明
記
さ
れ
た
。
市

条
例
も
改
定
す
べ
き
で
は
。

答
保
健
所
理
事　
法
律
に
基
づ
い
て
指
導
で

き
る
の
で
本
市
の
条
例
に
規
定
は
し
な
か
っ
た
。

質
問 

災
害
時
の
動
物
へ
の
対
応
は
。

答
保
健
所
理
事　
本
市
の
地
域
防
災
計
画
で

は
、被
災
に
よ
っ
て
放
浪
す
る
ペ
ッ
ト
の
保
護
、

収
容
を
役
割
と
し
て
お
り
、
今
後
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

第
４
号

質
問 

新
制
度
に
て
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
の
設
備
運
営
基
準
を
条
例
で
定
め
る
こ

と
と
な
る
が
、
市
独
自
の
基
準
を
設
け
る
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
具
体
的
な
基
準
は
、

国
の
省
令
の
内
容
を
注
視
し
た
う
え
で
、
社
会

福
祉
審
議
会
児
童
福
祉
専
門
分
科
会
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
５
号

質
問 

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
委
員
20
人

の
内
訳
は
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
今
後
検
討
す
る
が
、

幼
稚
園
・
保
育
所
の
保
護
者
、
大
学
教
授
、
及

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
基
本
理
念
に
つ

い
て
も
検
討
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答
健
康
福
祉
局
長　
誰
も
が
子
ど
も
を
産
み

育
て
や
す
い
環
境
を
地
域
や
社
会
が
支
え
る
こ

と
に
よ
り
、
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
基
本
理

念
を
踏
ま
え
て
会
議
で
審
議
し
て
も
ら
い
た
い
。

質
問 

今
後
の
産
後
ケ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
中
で
ど
の
よ
う

に
議
論
し
て
い
く
の
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
現
在
は
、
こ
ん
に
ち

は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
を
実
施
し
、
支
援
が
必
要
な

家
庭
に
対
し
て
の
産
後
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
て
い
る
。
今
後
は
国
に
お
い
て
産
後
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
等
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
導
入
す

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
会
議

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問 

放
課
後
ル
ー
ム
の
入
所
対
象
者
が
拡

大
す
る
が
、
会
議
の
中
で
ど
う
扱
う
の
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
今
後
ニ
ー
ズ
を
調
査

し
、
需
要
量
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
踏
ま
え

て
、
会
議
の
中
で
議
論
し
て
い
き
た
い
。

無
所
属

は
ま
の
　
太
郎

第
４
・５
号

質
問 

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
と
社
会
福
祉

審
議
会
は
所
掌
事
務
が
重
複
し
て
し
ま
う
の
で
、

一
つ
の
会
議
体
に
す
べ
き
で
は
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
二
つ
の
会
議
は
役
割

び
市
民
委
員
等
を
想
定
し
て
い
る
。

日
本
共
産
党

石
川
　
敏
宏

第
５
号

質
問 

消
費
税
増
税
を
前
提
と
し
た
「
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
関
連
法
」
の
一
つ
と
し

て
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
が
昨
年
の
８
月
に

成
立
し
た
。こ
の
法
律
の
基
本
理
念
と
し
て「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
は
、
父
母
そ
の
他
保
護
者

が
子
育
て
に
第
一
義
的
に
責
任
を
有
す
る
」
と

な
っ
て
お
り
、
国
や
自
治
体
が
果
た
す
べ
き
役

割
に
関
す
る
記
述
が
な
い
。
こ
れ
は
、
国
や
自

治
体
が
果
た
す
べ
き
子
育
て
に
対
す
る
責
務
の

後
退
を
意
味
し
て
お
り
、子
ど
も
の
権
利
条
約
、

児
童
福
祉
法
等
と
矛
盾
す
る
法
律
で
あ
る
。
こ

の
法
律
に
基
づ
い
て
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
が

設
置
さ
れ
る
が
、
今
後
の
船
橋
市
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
施
策
も
同
じ
考
え
方
で
進
め
て
い

く
の
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
法
の
第
３
条
に
市
町

村
の
責
務
が
規
定
さ
れ
、「
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
適
切
な
環
境
が
等
し
く
確
保
さ

れ
る
よ
う
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
及
び

地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
行
う
こ
と
」、「
子
ど
も
及
び
保
護

者
に
対
し
、
新
制
度
を
円
滑
に
利
用
す
る
た
め

に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
」
等
が
示
さ
れ
て

い
る
。
市
と
し
て
も
こ
の
法
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
を
進
め
て
い

く
。

※
本
会
議
の
会
議
記
録
は
議
会
事
務
局
及
び
図
書
館
・
公
民
館
で
、
委
員
会
記
録
は
議
会
事
務
局
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
な
お
、
い
ず
れ
も
市
議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。
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総
務
委
員
会

健
康
福
祉
委
員
会

市
民
環
境
経
済
委
員
会

顔
写
真

氏
　
名

所
属
会
派 ま

る
の
中
の
数

字
は
当
選
回
数

凡　例

市
長
公
室
、
企
画
財
政
部
、
総
務
部
、
税

務
部
、
消
防
局
、
会
計
管
理
者
、
選
挙
管

理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、
監
査
委
員
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
、
他
の
常
任

委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項
に
つ
い

て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
す
。

健
康
福
祉
局
、
病
院
局
の
所
管
に
属
す

る
事
項
に
つ
い
て
審
査
・
調
査
を
行
い

ま
す
。

市
民
生
活
部
、
環
境
部
、
経
済
部
、
農
業

委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
に
つ
い
て

審
査
・
調
査
を
行
い
ま
す
。

池
沢
　
敏
夫�

⑨

市
民
社
会
ネ
ッ
ト

中
原
し
ん
す
け�

①

み
ん
な
の
党

浦
田
　
秀
夫�

⑥

市
民
社
会
ネ
ッ
ト

渡
辺
ゆ
う
子�

②

日
本
共
産
党

佐
藤
　
重
雄�

⑧

日
本
共
産
党

小
石
　
　
洋�

⑥

凛
（
り
ん
）

鈴
木
い
く
お�

④

公
明
党

大
矢
　
敏
子�

③

自
由
市
政
会

松
嵜
　
裕
次�

④

公
明
党

佐
々
木
克
敏�
③

自
由
市
政
会

長
谷
川
　
大�

④

自
由
市
政
会

七
戸
　
俊
治�

⑤

自
由
市
政
会

渡
辺
　
賢
次�

②

自
由
市
政
会

岩
井
　
友
子�

⑦

日
本
共
産
党

石
川
　
敏
宏�

⑨

日
本
共
産
党

は
ま
の
太
郎�

①

無
所
属

三
宅
　
桂
子�

①

市
民
社
会
ネ
ッ
ト

島
田
た
い
ぞ
う�

②

無
所
属

中
村
　
静
雄�

③

凛
（
り
ん
）

谷
口
　
昭
夫�

②

凛
（
り
ん
）

や
ぶ
う
ち
俊
光�

①

み
ん
な
の
党

斎
藤
　
　
忠�
⑥

公
明
党

仲
村
　
秀
明�

①

公
明
党

中
沢
　
　
学�

②

日
本
共
産
党

佐
藤
新
三
郎�

④

自
由
市
政
会

鈴
木
　
和
美�

③

　
　
自
由
市
政
会

浅
野
　
正
明�

⑤

自
由
市
政
会

い
そ
べ
尚
哉�

①

み
ん
な
の
党

藤
川
　
浩
子�

②

公
明
党

松
橋
　
浩
嗣�

①

公
明
党

◎
委
員
長

◎
委
員
長

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

○
副
委
員
長

○
副
委
員
長
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文
教
委
員
会

教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る

事
項
に
つ
い
て
審
査
・
調
査
を

行
い
ま
す
。

斉
藤
　
　
誠�

④

民
主
党

金
沢
　
和
子�

⑤

日
本
共
産
党

角
田
　
秀
穂�

④

公
明
党

川
畑
　
賢
一�
①

自
由
市
政
会

日
色
　
健
人�

②

自
由
市
政
会

高
橋
　
　
宏�

①

無
所
属

朝
倉
　
幹
晴�

③

市
民
社
会
ネ
ッ
ト

高
木
あ
き
ら�

④

公
明
党

杉
川
　
　
浩�

①

自
由
市
政
会

つ
ま
が
り
俊
明�

①

凛
（
り
ん
）

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

建
設
委
員
会

建
設
局
の
所
管
に
属
す
る
事
項

に
つ
い
て
審
査
・
調
査
を
行
い

ま
す
。

川
井
　
洋
基�

③

み
ん
な
の
党

神
田
　
廣
栄�

③

凛
（
り
ん
）

瀬
山
　
孝
一�

⑧

自
由
市
政
会

中
村
　
　
実�

④

自
由
市
政
会

石
崎
　
幸
雄�

③

公
明
党

野
田
　
剛
彦�

④

民
主
党

大
沢
　
　
久�

⑧

凛
（
り
ん
）

橋
本
　
和
子�

②

公
明
党

田
久
保
好
晴�

⑥

自
由
市
政
会

関
根
　
和
子�
⑧

日
本
共
産
党

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

議
会
選
出
役
職

千
葉
県
競
馬
組
合
議
会
議
員

　
瀬
山
　
孝
一

四
市
複
合
事
務
組
合
議
会
議
員

　
大
矢
　
敏
子 

鈴
木
い
く
お

　
岩
井
　
友
子 

浦
田
　
秀
夫

監
査
委
員

　
浅
野
　
正
明 

高
木
あ
き
ら

農
業
委
員

　
田
久
保
好
晴 

角
田
　
秀
穂

　
金
沢
　
和
子 

小
石
　
　
洋

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

　
池
沢
　
敏
夫

住
居
表
示
審
議
会

　
川
畑
　
賢
一 

杉
川
　
　
浩

　
仲
村
　
秀
明 

中
村
　
静
雄

　
中
原
し
ん
す
け 

い
そ
べ
尚
哉

民
生
委
員
推
薦
会

　
関
根
　
和
子 

大
沢
　
　
久

社
会
福
祉
審
議
会

　
谷
口
　
昭
夫

都
市
計
画
審
議
会

　
石
崎
　
幸
雄 

佐
藤
　
重
雄

　
つ
ま
が
り
俊
明 

や
ぶ
う
ち
俊
光

　
三
宅
　
桂
子 

青
少
年
問
題
協
議
会

　
日
色
　
健
人 

松
嵜
　
裕
次

　
朝
倉
　
幹
晴

消
防
委
員
会

　
橋
本
　
和
子 

渡
辺
ゆ
う
子

　
神
田
　
廣
栄 

川
井
　
洋
基

議
会
運
営

委
員
会

議

長

本
会
議
の
運
営
を
円
滑
、

能
率
的
に
行
う
た
め
、

議
事
の
順
序
や
審
議
方

法
等
に
つ
い
て
協
議
す

る
機
関
で
す
。
ま
た
議

会
運
営
に
関
係
す
る
案

件
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

◎
委
員
長

　
佐
々
木
克
敏

○
副
委
員
長

　
斎
藤
　
　
忠

　
杉
川
　
　
浩

　
渡
辺
　
賢
次

　
鈴
木
　
和
美

　
仲
村
　
秀
明

　
藤
川
　
浩
子

　
渡
辺
ゆ
う
子

　
佐
藤
　
重
雄

　
つ
ま
が
り
俊
明

　
神
田
　
廣
栄

　
中
原
し
ん
す
け

　
浦
田
　
秀
夫

広

報

委
員
会

議
会
の
広
報
広
聴
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
審

査
・
調
査
を
行
い
ま
す
。

◎
委
員
長

　
中
村
　
　
実

○
副
委
員
長

　
や
ぶ
う
ち
俊
光

　
川
畑
　
賢
一

　
日
色
　
健
人

　
大
矢
　
敏
子

　
石
崎
　
幸
雄

　
松
橋
　
浩
嗣

　
角
田
　
秀
穂

　
中
沢
　
　
学

　
石
川
　
敏
宏

　
つ
ま
が
り
俊
明

　
神
田
　
廣
栄

　
三
宅
　
桂
子
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予
算
特
別
委
員
会�

議
案第

１
号
は
、「
補
正
根
拠
で
あ
る
関
連
法
及

び
条
例
は
、
待
機
児
童
対
策
へ
の
営
利
企
業
参

入
要
件
緩
和
、
事
業
者
と
利
用
者
の
直
接
契
約

に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園
入
所
、
財
源
が
消
費
税

等
の
重
大
な
問
題
が
あ
る
」
と
の
反
対
討
論
、

「
各
会
議
体
に
お
い
て
、
待
機
児
童
解
消
、
本

市
の
就
学
前
児
童
を
取
り
巻
く
環
境
の
改
善
、

放
課
後
ル
ー
ム
事
業
の
進
展
等
を
求
め
る
」、

「
子
ど
も･

子
育
て
支
援
は
社
会
全
体
で
行
う

と
す
る
理
念
の
市
民
へ
の
浸
透
、
会
議
体
の
委

員
選
定
で
は
児
童
虐
待
、
特
別
支
援
教
育
問
題

等
の
専
門
委
員
の
選
定
を
求
め
る
」
と
の
賛
成

討
論
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

第
２
号
は
、「
今
回
の
借
り
か
え
に
よ
る
歳

出
の
負
担
軽
減
を
評
価
す
る
」
と
の
賛
成
討
論

が
あ
り
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

総
務
委
員
会

議
案第

７
号
は
、
条
例
改
正
に
よ
る
影
響
や
、
改

正
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
時
期
等
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
討
論
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、

承
認
賛
成
の
立
場
で
「
法
令
改
正
に
あ
わ
せ
た

必
要
な
手
続
で
あ
り
、
時
間
的
な
余
裕
が
な

か
っ
た
と
い
う
専
決
に
し
た
理
由
も
妥
当
と
考

え
る
」
と
の
討
論
が
あ
っ
た
。
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

文
教
委
員
会

陳
情第

14
号
は
、「
財
源
を
移
譲
し
、
地
域
が
独

自
の
教
育
予
算
を
確
保
す
べ
き
」
と
の
不
採
択

討
論
、「
社
会
的
・
経
済
的
価
値
を
創
造
す
る

教
育
に
市
の
特
徴
を
生
か
せ
る
よ
う
求
め
る
」、

「
教
育
は
国
レ
ベ
ル
で
財
源
確
保
し
な
け
れ
ば

成
立
し
な
い
」「
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
整
備
の
た

め
に
も
、
国
の
教
育
予
算
充
実
を
」
と
の
採
択

討
論
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
採
択
と
決
し
た
。

市
民
環
境
経
済
委
員
会

陳
情第

13
号
は
、「
交
渉
参
加
す
べ
き
」「
農
業
は

今
の
ま
ま
で
は
だ
め
」「
党
の
見
解
と
差
が
あ

る
」「
近
代
化
を
進
め
る
た
め
」「
人
口
減
少
時

に
必
要
」
と
の
反
対
討
論
、「
ア
メ
リ
カ
の
ル
ー

ル
の
押
し
付
け
」「
国
内
の
農
業
の
あ
り
方
を

先
に
考
え
る
べ
き
」
と
の
賛
成
討
論
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、賛
成
少
数
で
不
採
択
と
決
し
た
。

健
康
福
祉
委
員
会

議
案第

3
号
は
、「
終
生
飼
養
な
ど
業
者
に
適
切

に
指
導
す
る
こ
と
」「
条
例
に
明
記
さ
れ
な
か
っ

た
部
分
が
あ
る
」「
法
の
趣
旨
を
生
か
し
た
運

用
を
要
望
す
る
」
と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

第
4
号
は
、「
教
育
と
保
育
の
時
間
を
別
々

の
価
値
と
し
、
相
対
的
に
教
育
を
保
育
よ
り
価

値
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
」と
の
反
対
討
論
と
、

「
認
可
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
ら
れ
る
態
勢
に

す
る
こ
と
」「
会
議
体
は
市
の
諮
問
機
関
で
あ

り
、
議
会
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
が
重
要
」「
現
代

社
会
に
合
致
さ
せ
る
形
へ
改
正
が
進
ん
で
き
て

い
る
」
と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

第
5
号
は
、「
新
制
度
に
基
づ
き
事
業
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
は
保
育
制
度
の
後
退
と
な

る
」
と
の
反
対
討
論
と
、「
計
画
策
定
、
施
策

の
実
施
状
況
な
ど
、
継
続
的
に
点
検
・
評
価
・

見
直
し
を
行
う
役
割
が
期
待
さ
れ
る
」「
保
育

関
係
者
や
専
門
家
が
委
員
と
な
る
こ
と
が
必

要
」
と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

第
6
号
は
、「
定
員
の
弾
力
運
用
は
待
機
児

童
が
多
く
、深
刻
な
場
合
、や
む
を
得
な
い
」「
保

育
士
の
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
」
と
の
賛
成
討

論
が
あ
っ
た
。

第
3
号
及
び
第
6
号
は
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

第
4
号
及
び
第
5
号
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

議
員
の
あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会

同
委
員
会
（
日
色
健
人
委
員
長
・
角
田
秀
穂

副
委
員
長
外
12
名
）
は
、
当
市
に
と
っ
て
ふ
さ

わ
し
い
議
会
及
び
議
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

議
員
み
ず
か
ら
調
査
研
究
を
行
い
、
市
民
の
負

託
に
応
え
る
必
要
が
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
平

成
23
年
第
２
回
定
例
会
で
設
置
さ
れ
た
。
議
員

の
定
数
、
報
酬
、
政
務
調
査
費
の
交
付
、
議
会

事
務
局
の
組
織
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
た

め
、
資
料
の
収
集
・
有
識
者
に
よ
る
研
修
会
・

先
進
議
会
視
察
等
の
調
査
活
動
を
２
年
に
わ
た

り
行
い
、
活
動
経
過
・
概
要
、
各
会
派
の
意
見

を
併
記
し
た
報
告
書
を
提
出
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

船
橋
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る

条
例
及
び
同
規
程
に
基
づ
く
事
務
に
関
し
、
地

方
自
治
法
第
１
０
０
条
第
１
項
に
基
づ
く
調
査

が
、
平
成
24
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
同

委
員
会
（
長
谷
川
大
委
員
長
・
石
崎
幸
雄
副
委

員
長
外
12
名
）
に
付
託
さ
れ
た
。
参
考
人
を
招

致
し
意
見
聴
取
を
す
る
な
ど
、
本
件
に
関
す
る

調
査
を
５
カ
月
に
わ
た
り
行
い
、調
査
の
経
過
、

判
明
し
た
事
実
、
そ
れ
に
基
づ
く
会
派
の
見
解

等
を
併
記
し
た
報
告
書
を
提
出
し
た
。

各
委
員
会
の
報
告
議
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
・
陳
情
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
内
容
を
専
門
的
に
話
し

合
い
、
委
員
会
と
し
て
の
結
論
を
本
会
議
に
報
告
し
ま
す
。
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＜各委員会の報告＞

議

長



健康福祉委員会
船橋市私立保育園協議会・船橋市私立幼稚園連合会・㈱JPホールディングス・㈱日本保育サー
ビスより参考人を招致し、子ども・子育て新システムの国等の動向を踏まえて意見を伺い、所管事務調査を行
いました。
3月29日　視察　（船橋市知的障害者支援施設北総育成園）　・障害福祉について
4月12日　視察　（柏市・豊四季台団地）　・地域包括ケアシステムの取り組みについて
4月12日、5月8日、5月27日、5月28日　会議
・保育について　・生活介護事業所設置及び運営事業者の選定にかかる募集要項に
ついて　・大人の風しんワクチン接種の費用助成について　・子ども・子育て新シス
テムについて

議会運営委員会

総務委員会

議

長

情報セキュリティ監査報告書の提出を受
け、質疑を行いました。職員の定員管理の状況や防犯
カメラの要綱の内容等に関し、調査研究しました。個
人情報を含む記録の公開の形について協議しました。
4月30日、5月29日　会議　
　・情報セキュリティ監査の結果について（報告）
　・職員の定員管理について
　・�船橋市防犯カメラ等の設置及び運用に関する要
綱について　　・記録の公開について

船橋市議会政務調査費の交付に関する条例及び同規程に基づく事務に関し、調査報告書をまとめ
ました。その他、議会改革に伴う議場改修や、第2回定例会の議事等について協議しました。

4月8日、4月24日、5月8日、5月21日、5月30日　会議
�・船橋市議会政務調査費の交付に関する条例及び同規定に基づく事務に関する調査について
・議会運営委員の辞任及び選任について　・議会改革について　・無所属議員の一般質問の順序について　
・人事議案の提出時期について
・議員のあり方検討特別委員会報告書について　　
・平成25年第2回定例会の議事について（会期、審議日程、発議案、質疑の順序　等）

市民環境経済委員会
船橋機械金属工業協同組合では、護
岸の被災状況を視察したほか、意見交換を行いまし
た。ベンチャープラザ船橋では、事業の内容につい
て説明を受けました。
5月8日　視察　
（船橋機械金属工業協同組合・

ベンチャープラザ船橋）
　・�市内の工業の現状や取り
組みなどについて ベンチャープラザ船橋での視察風景

議員のあり方検討特別委員会
2年間にわたり「当市にとってふさわ
しい議会及び議員のあり方」について議論を重ねて
きた本委員会の報告書の内容について協議しました。

4月9日、5月15日　会議
・非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償等に
関する報告書について（案）

・議会事務局の組織に関する報告書について（案）
・報告書について（案）

広報委員会
ケーブルテレビによる本会議放送の継続実施を決定
しました。第4回小中学生議会見学会を夏休み期間中
に開催することを決定しました。広報活動の充実を図
るため、Twitter及びLINEの活用を決定しました。
4月9日、5月2日、5月22日、6月3日　会議
・市議会報について　・委員会のインターネット
中継について　・JCNによる本会議放送について
・小中学生議会見学会について　・ソーシャルメ
ディアを活用した広報の実施について

柏市での視察風景

平成25年（2013年）6月28日　　ふなばし市議会だより　№212ふなばし市議会だより　№212　　平成25年（2013年）6月28日

7 ＜閉会中の委員会報告＞

閉会中の委員会報告
議会の閉会中においても、所管に係る懸案事項などについて調査研究をします。前議会閉会後から

今議会開会前までに開催された各委員会の活動を報告します。



　
あ
な
た
が
想
う
船
橋
ら
し
い
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

【
規
　
　
格
】
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
２
Ｌ
サ
イ
ズ
、
ま
た

は
、
デ
ジ
タ
ル
写
真
デ
ー
タ
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
で
１

Ｍ
Ｂ
以
上
）
横
撮
り
の
み
。
１
人
１
回
に
つ
き
、
２

点
ま
で
。

【
応
募
資
格
】
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
。

【
応
募
方
法
】
写
真
の
タ
イ
ト
ル
（
10
字
以
内
）、
撮

影
場
所
、
撮
影
日
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
郵
送
、
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
く
だ

さ
い
。
応
募
写
真
に
個
人
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
人

物
（
第
三
者
）
が
写
っ
て
い
る
場
合
、
応
募
者
の
責

任
で
ご
本
人
（
被
写
体
）
の
承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
応
募
上
の
注
意
、
応
募
方
法
な
ど
は
船
橋
市

議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

参
照
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
左

記
の
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
作
品
の
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
２
７
３

−

８
５
０
１ 

船
橋
市
湊
町
２

−

10

−

25

船
橋
市
議
会
　
広
報
委
員
会

　
電　
話　
０
４
７（
４
３
６
）３
０
１
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
４
７（
４
３
６
）３
０
１
３

　

gikai-chosa@
city.funabashi.chiba.jp

１
面
写
真
を
募
集
し
ま
す
！

議 案 の 議 決 結 果
付託
委員会 議案番号 件　　　　　　　　　　名 会派 無所属 議決

結果自 公 共 凛 み 市 民 は 高 島

予算特別 第1号 平成25年度船橋市一般会計補正予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
第2号 平成25年度船橋市下水道事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

総　　務 第7号 専決処分の承認を求めることについて（船橋市都市計画税条例
の一部を改正する条例）　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

健康福祉

第3号 船橋市動物の愛護及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
第4号 船橋市社会福祉審議会条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
第5号 船橋市子ども・子育て会議条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
第6号 船橋市保育所条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

委員会
付託省略

第8号 監査委員選任の同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
第9号 監査委員選任の同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

○−賛成　×−反対　  自 : 自由市政会、　公 : 公明党、　共 : 日本共産党、　凛 : 凛（りん）、み : みんなの党、市 : 市民社会ネット、　民 : 民主党、
　　　　　　　　　　 は : はまの太郎、　高 : 高橋宏、　島 : 島田たいぞう

陳 情 の 議 決 結 果
付託委員会 受理番号 件　　　名 議決結果
総　　務 陳情第19号 緊急事態基本法の早期制定の意見書提出に関する陳情（継続審査事件） 継続審査
市民
環境経済 陳情第13号 TPP交渉参加についての意見書提出に関する陳情 不 採 択

文　　教
陳情第14号 教育予算拡充の意見書提出に関する陳情 採 択
陳情第15号 義務教育費国庫負担制度堅持の意見書提出に関する陳情 採 択
陳情第16号 公立高校授業料無償制の維持拡充等の意見書提出に関する陳情 採 択

採択＝陳情を採択し議会として国等に意見書を提出しました。

※
本
会
議
の
会
議
記
録
は
議
会
事
務
局
及
び
図
書
館
・
公
民
館
で
、
委
員
会
記
録
は
議
会
事
務
局
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
な
お
、
い
ず
れ
も
市
議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

永年在職議員表彰
先に開催された全国市議会議長会の定期総会で下記の

方々が永年在職議員として表彰され、その伝達式が本会議
場で行われました。（カッコ内は在職年数）

【
前
列
】

金
沢 

和
子

（
15
年
）

関
根 

和
子

（
30
年
）

瀬
山 

孝
一

（
30
年
）

佐
藤 

重
雄

（
30
年
）

大
沢 

久（
30
年
）

【
後
列
】

朝
倉 

幹
晴

（
10
年
）

神
田 

廣
栄

（
10
年
）

大
矢 

敏
子

（
10
年
）

鈴
木 

和
美

（
10
年
）

佐
々
木 

克
敏

（
10
年
）

川
井 

洋
基

（
10
年
）

第4回小中学生議会見学会
〜夏休みの自由研究

議員に直接聞いてみよう！
市議会のお仕事って？〜

□日　　時　8月21日㈬、22日㈭
　　　　　　各日午前10時から1時間半程度
□見学場所　市役所10階議場他
□対　　象　小学3年生から中学3年生まで
　　　　　　※小学3・4年生については保護者同伴
□定　　員　各日先着20名　参加費無料
□申 込 み　8月1日㈭午前10時から

電話のみにて受け付け
議会事務局庶務課　TEL�047（436）3012へ

　船橋市議会では、6月14日より一層の広報活動の
充実を図るため、試験的に本会議、委員会、市議会
だより、その他市議会に関する情報を発信しています。

Twitter（ツイッター）ご利用方法
以下のURLからアクセスするか、QRコードを
読み取ることで、情報を閲覧できます。
URL：https://twitter.com/

funabashi_gikai

　　　　　　　　　　 QRコード

　　　　LINE（ライン）ご利用方法
　LINEアプリで以下のIDを検索するか、QR
コードを読み取り「友達登録」を行うと、情報
が受け取れます。
LINE ID：＠funabashi_gikai

　　　　　　　　　　 QRコード

Twitter、LINEはじめました!
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